きもの つま 

衣服の 棲 を 巻いて 包む が、 療治 をす るう ちに は 双方の 

かかと ずリ さか 

気の たるみから、 踵を摺 下って 棲が 波の ように はら 

りと 落ちる と、 包まし い 膝の あたりから、 白い 踵が、 

うち 

空に ふらふら となり、 しなし なと して、 按摩の 手の 裡 

も つ えん なまめ うわが い 

に 糸の 乱る るが ごとく 鏈れ て、 艷に媚 かしい 上搔、 

したがい まんじともえ さかし あ る 

下搔、 ただ 卍 巴に 降る 雪の 中 を 倒に 歩行く 風情に 

まっくら 

なる。 バッ タリ 真暗に なって、 …… 影絵 は 消えた もの 

だそう である。 

—— 聞く につけても、 たしな むべき であろうと 思う- 



したまちつ こ けい 

が、 これから 話す、 わが 下町 娘のお 桂ち やん II い 



ま は 嫁して、 河 崎 夫人で あるのに、 この 行為、 この 状 

があった と言うの では 決してない。 

問題に 触れる の は、 お 桂 ちゃんの 母親で、 もう 一昨 

なきひと てり ふりち よう しょい あきな 

年頃 故人の 数に 入った が、 照 降 町の 背負 商いから、 や 

がて 宗 右衛門 町の 角地 面に 問屋と なる まで、 その 大島 

屋の 身代 八 分 は、 その 人の 働きだった と言う。 体量 も 

二十 一貫ず ッ しりと した 太 腹で、 女 長 兵衛と 称えら 

れた。 —— 末 娘で 可愛い お 桂 ちゃんに、 小 1 の 出振リ 

が 面白い …… 小 買 もの や、 芝居へ 出かけに、 お母さん 

みせさき わかしゅ 

が 店頭に、 多人数 立 働く 小僧 中 僧 若衆た ちに、 気 は 配つ 

あご 

て も 見ない ふりで、 くくり 頤の 福々 しいのに、 円々 と 



した 両 肱の 頰 杖で、 薄 眠り をして いる、 一段 高い 帳場 

の 前へ、 わざと 澄ました 顔して、 (お母さん、 少しば か 

り。) 黙って 金箱から、 ずらり と摑 出して 渡す のが、 

てのひら やせ きゃしゃ 

掌 が 大きく、 慈愛が 余る から、 …… 痩ぎ すで 華奢な 

お 桂 ちゃんの 片手で は受 切れない、 両の 掌に 積んで、 

こぽ 

銀貨 の 小粒な の は 指から ざら ざ ら と 溢れ た と 言う。 • - . 

…亡き あとで も、 その 常用 だ つ た 粗末な 手 ぶんこの 中 

に、 なおざりに ちょっと 半紙に 包んで、 (桂坊 へ、) と 

いけ ぞんざいに 書いた もの を 開ける と、 水晶の 浄土 

珠数 ー聯、 とつ て 十九の まだ 嫁入 前の 娘に、 と 傍で 思 つ 

ひゃくい くつ 

たの は大 違い、 粒の 揃った 百幾顆 の、 皆 真珠であった。 



姉 娘に 養子が 出来て、 養子の 魂 を 見取って から は、 

いきぬきに、 時々 伊豆の 湯治に 出掛けた。 —— この 温 

じょうやど 

泉 旅館の 井 菊屋と 云う のが 定宿 〔# ルビの 「じょうやど」 

なじみ 

は 底本で は 「じ やう やど 匕 で、 十 幾年 来、 馴染 も 深く、 

ほとんど 親類 づき 合いに なって いる。 その都度 秘蔵 娘 

ゆいわた ひがの こ ひった しぼり きれ 

のお 桂さん の 結 綿 島 田に、 緋鹿 子、 匹 田、 絞の 切、 色 

ほそおもて はリ 

の 白い 細面、 目に 張の ある、 眉の 優しい、 純 下町風 俗 

の を、 山が 育てた 白百合の 精の ように、 袖に 包んで い 

たの は 言うまでもない。 …… 

せん 

「 …… その 大島屋 の 先の 大きい おかみ さんが、 ごふび 

おぼしめ 

んに思 召し ましてな。 …… はい、 ええ、 右の 小僧 按摩 



を 小一 と 申した で ござり ますが、 本名で、 まだ 

いちな 

巿名 でも、 斎 号で も ござりません、 …… 見た 処が 余り 

小 こいので、 お客様 方に は 十六と 申す 事に、 師匠 も 言 

いきけ て はあり ますし、 当人 も、 左様に 人様に は 申し 

かま ふち 

ており ましたが、 この 川の 下流の 釜ケ淵 —— いえ、 も 

とげつ きょう 

し、 渡 月 橋で 見えます 白糸の 滝の 下の …… あれで は ご 

ざり ません。 もっとず ッと 下流になります。 その 

釜ケ 淵へ 身 を 投げました 時、 —— 小一 は 二十で、 従つ 

て 色気が あ つたで ござります よご 

「二十に ならな くった つて、 色気の 方 は 大丈夫 あるよ _ 

II 私が 手本 だ ご 



と 言って、 肩 を 揉ませながら、 快活に 笑った の は、 

きんしち ろう 

川崎欣 七郎、 お 桂 ちゃんの 夫で、 高等 商業 出の 秀才で、 

銀行員の いい 処、 年 は 四十 だが 若々 しい、 年齢に ちと 

ま 

相違 は あるが、 この 縁組に 申 分 はない。 次の 室つ き 井 

菊屋の 奥、 香 都 良 川 、# の 十 畳に、 もう 床 は 並べて、 膝 

まで 沈む ばかりの 羽根 毛 蒲団に、 ふつく りと、 たんぜ 

んで寛 いだ。 ：：： 

すべ したん 

寝床 をヒ つて、 窓 下の 紫檀の 机に、 うしろ 向きで、 

しま あわせ ぱぉリ なでがた 

紺地に 茶の 縞お 召の 袷 羽織 を、 撫 肩に ぞろリ と 掛けて、 

ときはな かみゆい 

道中の 髪 を 解放し、 あす あたり は 髪 結が 来ようと いう 

くし まき ふつ さ みみもとかん ざし さんご 

櫛 巻が、 房リ しながら、 清らかな 耳許に 簪 の 珊瑚が 



薄色に 透 通る。 …… 男 を 知って 二十 四の、 きじの 雪が 

一 層 あくが 抜けて 色が 白い。 眉が 意気で、 口許に 情が 

こも かたづ ま 

籠って、 きりり としながら、 ちょっと お転婆に 片 棲の 

もんちり めん なまめ 

緋の紋 縮緬の 崩れた 媚 かし さは、 田舎 源氏の II 名 

か つ らぎ 

も 通う 桂樹 という 風が ある。 

お 桂 夫人 は 知らぬ顔して、 間違って、 愛読す る …… 

泉の 作で 「山吹」 と 云う、 まがいものの 戯曲 を、 軽い 

頰 杖で 読んで いた。 

「御意で、 へ、 へ、 へ、」 

ただいま ごぜん てい 

と 唯今の 御前のお おせに、 恐 入った 体して、 肩から 

じ ぎ 

ずり 下って、 背中で お 叩頭 をして、 ボンと 浮上った よ 



もた や 

うに 顔 を 擡げて、 鼻 を ひこ ひこと 行った。 この 謙斎坊 

さん は、 座敷 は 暖か だし、 精 を 張って、 つかまつ たか 

しま リ じゅまん おお まだぬ ギ J 

ら、 十月の 末 だと 云う のに、 むき 身 絞の 襦拌、 大肌脱 

になって いて、 綿 八 丈の 襟の 左右へ 開けた 毛 だらけの 

ひも おおがま ぐち はみだ 

胸の 下から、 紐の ついた 大 蝦蟇口 を 溢 出させて、 揉ん 

でい る。 

「で、 旦那、 身投げが ござりまして から、 その 釜ケ淵 

…… これ はた だ 底が 深いと いう だけの 事で ありまし よ 

ちょうちん 

うで、 以来 そこ を、 提灯 ケ淵 これ は 死にます 時に、 

小一が 冥途 を 照し ますつ もり か、 持って おり ましたの 

で、 それに、 夕顔 ケ淵 …… また これ は、 その 小 按摩に 



して、 底 を 一 つ 叩いた ような 塩梅と、 わし ども 家内な 

こどち 

ども 申します ので、 はい、 背が 低く つて 小児 同然、 そ 

れで、 時々 相 修業に 肩に つかまらせた 事 も ござります 

おおき 

が、 手足 は 大人な みに 出来て おります。 大な 

ひよりげた かし ひきず 

日和下駄の 傾いだ の を引摺 つて、 —— まだ 内弟子の 小 

僧 ゆえ、 身分で は ござりません から 羽織 も 着 ませず… 

…唯今 頃 はな、 つんつ るてんの、 裾の まき 上った 手織 

縞 か 何 かで 陰気な 顔 を、 がっくりが つくりと、 振り 振 

リ、 (びい、 ぶう。) と 笛 を 吹いて、 杖 を 突 張って 流し 

て 歩行き ますと、 御存じの お客様 は、 あの 小 按摩の 通 

る 時 は、 どうやら 毛の 薄い 頭の 上 を、 不具の 烏が 一 羽、 



お 寺の 山から 出て 附 いて 行く と 申されました もので。 

—— 心掛の 可い、 勉強家で、 まあ、 この 湯治場 は、 

かげ さま でい リ 

お 庇 様と お出 入 さきで 稼ぎが つきます。 流さず ともで 

ござり ますが、 何も 修業と 申して、 朝 も 早くから、 そ 

の、 (ぴ い、 ぶう。) と、 橋 を 渡りましたり、 路地 を 抜 

けましたり。 …… それが 死にまして から はな、 川 向う 

の 芸妓 屋 道に、 どんな 三味線が 聞え ましても、 お客様 

がた は、 按摩の 笛と いう もの をお 聞きに なりますまい 

で， 1 ざリ ます。 何の また 聞えず ともで は) J ざり ますが 

な。 —— へい、 いえ、 いえ そのまま でお 宜し ゆう …… 

ま 、リ 



したよう に。 もっとももう 時雨の 頃で その 

ひょうたん うつむ 

瓢簞頭 を 俯向け ますと、 (おい、 霞の 五番さん じ や、 

今夜 御 療治 はない ぞ。) と、 こちらに、 年 久しい、 半 助 

おくりむかえ やどひき 

と 云う、 送 迎 なり、 宿 引な り、 手代な り、 …… 頑固 

ひょうきん 

で、 それで ちょっと 剽軽な、 御存じ かも 知れません。 

威勢の いい、」 

「あれ だね ご 

うなず 

と 欣七郎 が 云う と、 お 桂 は 黙って 頷いた。 

「 半 助が そ う 申す と、 び しゃび しゃと 青菜 に 塩に なり 

ほか さま 

ましたつ けが、 (それで は 外様 を 伺います。) (ああ、 行つ 

て 来な。 内 じ やお 座敷 を 廻らせな いんだが、 お前の 事 



だ。) もっとも、 (霞の 五番さん) 大島屋 さんのお 上さ 

ほか も て 

んの 他に は、 好んで 揉ませ 人 は ござりません。 ど 

こ を どう 廻りました か、 宵に 来た 奴が 十 時 過ぎ、 船 を 

漕いだ ものが 故郷へ 立 帰ります 時分に、 ぼかんと 帳場 

かしこま やみ 

へ 戻りまして、 畏 つて、 で、 帰りが けに、 (今夜 は 闇 

でございます、 提灯 を 一 つ。) と 申した そうで、 (おい、 

来た。) 村の 衆が 出入りの 便宜 同様に、 気軽に 何 心なく 

出し たげ で。 —— ここが その、 少々 変な 塩梅な ので ご 

ざリ まして、 先が 盲 だと も、 盲 だからと も、 乃至、 目 

あきで ない とも、 そんな 事 は 一 向 心 着かず …… それに 

は、 ひけ 頃で 帳場 もちよ つ と ごた つ いていた でも ござ 



とち 

りましょう か。 その 提灯に 火 を 点して やらなかった そ 

うで ござり ますな。 後での 話で ござります がご 

「おやおや、 しかし、 ありそうな 事 だ ご 

「はい、 その 提灯 を 霞の 五番へ 持って 参 じました、 小 

さん 

按摩が、 逆戻りに。 —— (お 桂 様。) うちの もの は、 皆 

お 心安 だてに お 名 を 申して 呼んで おります。 そこ は 御 

あきんど ぁリ がた やしき 

大家で も、 お 商人の 難 有さで、 これが お 邸づら …… 」 

くしゃみ でそこな はん ま 

嚏 の 出 損った 顔 をした が、 半 間に 手 を 留めて、 

はらわた てぬぐい がまぐち から 

腸 の ごとく 手拭 を 手繰り 出して、 蝦蟇口の 紐に 搦む 

ので、 よじって 俯む けに 額 を 拭いた。 

意味 は 推す るに 難くない。 



きんぐち つ 

欣七郎 は、 金口 を 点けながら、 

「構わない 構わない、 俺 も 素 町人 だ ご 

「いえ、 そういう わけで は ござりません が。 その 

くらやみ 

お 桂 様に、 (暗闇の 心細 さに、 提灯 を 借りました けれど、 

盲に 何が 見える と、 帳場で 笑いつ けて 火 を 貸しません、 

なさけ かたわ ひが 

どうぞお 慈悲 …… お 情に。) と、 それ、 不具 根性、 僻 

んだ事 を 申します て。 お上さん は、 もうお 床で、 こう 

目をぱ つ ちりと 見て) j ざ つ たそうに) j ざり ます。 と ザ J 

ろで、 お 娘 ご は 何の気なしに 点けて おやりに なリ まし 

た。 —— さて、 霞から、 ずっと 参れば 玄関へ 出られ ま 

す もの を、 どういう もの か、 廊下々々 を 大廻リ をして、 



この …… 花から 雪 を 掛けて 千鳥に 縫つ て 出ました そう 

と +P 

で。 …… 井菊屋 のしる し は ござり ますが、 陰気に 灯し 

て、 暗い 廊下 を、 黄色な 鼠の 霜げ た 小 按摩が、 影の よ 

うに 通ります。 この 提灯が、 やがて、 その 夜中に、 釜ケ 

淵の 上、 土手の 夜 泣 松の 枝に さがって、 小一 は 淵へ、 

いわ かわお ひと かた 

巌の 上に 革 緒の 足駄ば かリ、 と 聞いて、 お 一方 病人が 

出来ました。 …… 」 

「ああ、 娘さん かね ご 

「それ は …… いえ、 お 優しい お 嬢 様の 事で ござります 

…… 親しく 出入 をした ものが、 身 を 投げた とお 聞きな 

されば、 可哀相 —— と は、 …… それ はさ、 思 召した で 



ござりましょう が、 何の 義理 時宜に、 お煩いな さって 

可い もので ござります。 病みつ きました の は、 雪に ご 

ざった、 独身の 御 老体で。 …… 

かみがた ながとう リ ゆう 

京阪 地の 方 だそう で、 長 逗留で ござりました。 I 

I 力 チリ、」 

と 言った。 按摩に は 冴えた 音。 

「力 チリ、 へへ ッへッ ご 

とべ ソを搔 いた 顔 をす る。 

欣七郎 は 引 入れられて、 

「力 チリ 9 …… どうした いご 

かん ざし 

「お 簪 が 抜けて 落ちました 音で ご 



「簪が 9 ちょ つ と ご 

名 は 呼び かね つ つ 注意す る。 

「いいえ ご 

婀娜な 夫人が 言った。 

「ええ、 滅相な …… 奥方 様、 唯今で は ござりません。 

その 当時の 事で。 …… 上方のお 客が 宵寐が 覚めて、 退 

屈さに もう 一風呂と、 お出かけ なさる 障子 際へ、 すら 

すらと 廊下 を 通って、 大島屋 のお 桂 様が。 —— と 申す 

は、 唯今の 花、 このお 座敷、 あるいはお 隣に 当り ましよ 

うか。 お 娘 ごに は 叔父 ごに ならつ しゃる、 富 沢 町さん 

と 申して 両国の 質屋の 旦が、 ちょっと 異な 寸法の わか 



ざり ますよ。 あくる 晚の夜 ふけに、 提灯 を 持った 

小 按摩 を 見て、 お煩いな さった の は。 —— 御 老体に し 

ゆき しにぎわ 

て 見れば、 そこらの 行が かり 上、 死 際の めくらが、 

つらあて あら 

面 当に 形を顕 わした ように 思 召しました ろうし、 立 

入って 申せば、 小一 の 方で も、 そのつ もりで ござ リま 

した かも 分りません。 勿論、 当のお 桂 様 は、 何事 も 御 

存じ はない ので ござります。 第一、 簪のカ チリ も、 咳 

のえ へん も、 その 御 老体が、 その後 三度め にか 四 度め 

こ まるまげ 

にか 湯治に ござって、 (もう、 あのお 娘 も、 円鬍に 結わ 

れ たそうな。 実は、) とこれ から 帳場へ も、 つい 出入の 

ものへ も 知れ渡り ましたで ござります。 ところが 



「は あ、 何に 化ける ね ご 「m だ …… 黙って いて くれよ。 

おいらが 身体 を そのまま 大風に 張って 飛 歩行 くんだ。 

たまげ 

両方の 耳に うなり をつ ける ぜご 「魂消た の、 一等賞ず 

らぇご 「黙って て くんろ よご 馬が ヒ ー ンと 嘶いた。 

この 馬が 迷惑した。 の そりの そりと 歩行き 出す と、 は 

じめ、 出会った の は 緋緘の 武者で、 続いて 出た の は 雁 

がね、 飛んで 来たの は 弁慶で、 争って 騎 ろうとす る。 

も なぎなた 

揉みに 揉んで、 太刀と 長刀が 左右へ 開いて、 尺八が 馬 

よこたん ぼ 

上に 跳 返った。 そのかわり 横 田圃へ 振 落された。 

ま 

ただこの くらいな 間 だ つ たが —— 山の 根に 演芸 館、 

花見 座の 旗 を、 今日は わけて、 山鳥の ごとく 飜 した、 



その 夜、 食後の 事な のであった。 

「半 助さん、 半 助さん。」 

すらすらと、 井 菊の 広い 帳場の 障子へ、 姿 を 見せた 

の はお 桂さん である。 

あの 奥の、 花の 座敷から 来た 途中 は II この 家での 

北国 だとい う —— 雪の 廊下 を 通った 事 は 言うまでもな 

ヽ o 

レ 

力 チリ …… 



る。 

「半 助さん …… 」 ここで 踊 屋台 を視 た、 昼の 姿 は、 鯉 

うす 

を 遊ばせた 薄 もみじの さ ざ 波であった。 いま は、 その 

おおな まず しずく 

跡 を 慕って 大 鯰が 池から I 卞を ひた ひたと 引いて 襲う 

気勢が ある。 

謙 斎の 話 は、 あれから なお 続いて、 小一 の 顕われた 

夜 泣 松 だが、 土地の 名所の 一 つと して、 絵葉書で 売る 

みちばた 

のと は 場所が 違う。 それ は 港 街道の 路傍の 小山の 上に 

枝ぶ りの 佳い の を 見立てた ので。 —— 真の 夜 泣 松 は、 

汽車から 来る 客た ちの この 町へ 入る 本道に、 古い 石橋 



も こけむ 

の 際に 土 を あわれに 装って、 石 地蔵が、 苔 蒸し、 且つ 

しきみ 

砕けて 十三 体。 それぞれに、 榕、 線香 を 手 向けた のが 

いっき 

あって、 十三 塚と 云う …… 一揆の 頭目で もな し、 戦死 

をした 勇士で もない。 きいても 気の 滅入る 事 は、 むか 

おおきき ん さん こく 

し大 饑饉の 年、 近郷から、 湯の 煙 を 慕って、 山 谷 を 

這 出て 来た 老若男女 の、 救われずに、 菜 色して 餓死し 

た 骨 を 拾い集めて 葬った ので、 その 塚に 沿った 松 なれ 

ば こそ、 夜 泣 松 と言うの である。 昼で も 泣く。 I 

I 仮装した 小 按摩の 妄念 は、 その 枝 下、 十三 地蔵と は、 

間に 水車の 野 川が 横に 流れて 石橋の 下へ 落ちて、 香 都 

また たそがれ 

良 川へ 流 込む 水 筋 を、 一 つ 跨いだ 処に、 黄昏から、 も 



「昼間つ から 行方 知れず で ご 

と 口々 に 云う 処へ、 チャン チキ、 チャン チキ、 ど ど 

どん、 ヒュ— ラが、 直ぐ そこへ。 —— 女中の 影が むら 

むらと 帳場へ 湧く、 客た ち も ぞろぞろ 出て 来る。 …… 

すそな が 

血の道ら しい 年増の 女中が、 裾 長に しょろ しょろ しつ 

つ、 トランプの 顔 を 見て、 目で 嬌態 を やって、 眉 を ひ 

いれ まじ 

そめながら 肩で よれつい たのと、 入 交って、 門 際へ どつ 

と蚯 出す。 

かど 

夫人 も、 つい 誘われて 門へ 立った。 

たかは リ ゆみはり ほおずき ぢ ようちん ぱっ 

.1 ロ问 3^ 弓 3:^ 力 p の 左右へ、 掛 渡した 酸漿 提灯 も、 燥 

と 光が 増した ので ある。 



祭 屋台が、 人の 波に 乗って、 赤く、 光って 流れた。 

ともし ぴ しんが リ 

その 影 も、 灯 も、 犬が 三 匹ば かリ、 まごまご 殿 

しながら ついて、 川端の 酸漿 提灯の 中へ ぞろぞろと 黒 

くな つて 紛れた あと は、 \ ィんで 見送る 井 菊屋の 人た 

ちば かリ。 早 や 内へ 入る ものが あって、 急に 寂しく 

おく いぎょう 

なった と 思う と、 一足 後れて、 暗い 坂から、 —— 異形 

な ものが 下りて 来た。 

いほ いぼ 力なぼう にな かご や 

疣々 打った 鉄棒 を さし 荷い に、 桶屋も 籠屋も 手伝つ 

はりぬき まっくろ おおがま ふた 

たろう。 張 抜ら しい 真黒な 大釜 を、 蓋な しに 担いだ、 

ごず めず あとぼう 

牛 頭、 馬頭の 青 鬼、 赤 鬼。 青 鬼が 前へ、 赤 鬼が 後 棒で、 

おそろ かぶ 

可 恐し い 面 を 被った。 縫いぐるみに 相違ない が、 あた 



リが 暗くなる まで 真に迫った。 …… 大 釜の 底に はめら 

めら と 真 赤な 炎 を 彩って 燃して いる。 

青 鬼が、 

「、ま う、 ま， う 、 、ま. う.、 ま う 、 」 

赤 鬼が、 

「ぐら ッ ぐら ッ、 ぐら ッ ぐら ッ。， - 

と 陰気な 合言葉で、 国境の 連山 を、 黒雲に 背負って 

あらわ 

顕れ た。 

青 鬼が、 

「、ま う、 ま う 、 、ま う、 ま う 、 」 

赤 鬼が、 



「ぐら ッ ぐら ッ、 ぐら ッ ぐら ッ。， - 

よくない 洒落 だ。 II が、 訳が ある。 ：：： 前に 一 度、 

ゆの まち さか リ 

この 温泉町で、 桜の 盛 に、 仮装 会 を 催した 事が あった。 

その 時、 墓 を 出た 骸骨 を 装って、 出歯 をむ きながら、 

卒堵婆 を 杖に ついて、 ひょろひょろ、 ひょろひょろと 

ある こども おび 

行列の あとの 暗が リを 縫って 歩行いて、 女 小児 を 怯え 

させて、 それが 一等賞に なった から。 …… 

地獄の 釜 も、 按摩の 怨念 も、 それから 思 着いた もの 

だと 思う。 一 国の 美術家で さえ 模倣 を 行る、 いわん や 

村の 若衆に おいて を や、 よくない 真似 をした ので ある。 

「、まう、 まう、 、まう、 まう。」 



「ぐら ッ ぐら ッ、 ぐら ッ ぐら ッ。， - 

「あら、 半 助 だ わご 

と、 ひとりの 若い 女中が 言った。 

かかと うしろ 

石 を、 青と 赤い 踵で 踏んで 抜けた 二 頭の 鬼が、 後 

ひとだち 

から、 前 を 引いて、 ずしず しずし と 小戻り して、 人 立 

ときわ ぎ 

の 薄 さに、 植 込の 常 磐 木の 影 も あらわな、 夫人の 前へ 

寄って 来た。 

赤 鬼が 最も 著しい 造 声 で、 

「牛 頭よ、 牛 頭よ、 青 牛よ ご 

「もう ー、 」 

と 牛の 声で 応じた ので ある。 



「やい、 十三 塚に けっかる、 小 按摩な ご 

「もうご 

「これから 行って、 釜へ 打 込め。」 

「もうご 

「そり や II 歩べ いご 

「もうご 

「ああ、 待って ご 

ひとあし 

お 桂さん は 袖 を 投げて 一歩して、 

「待って 下さいな ご 

と 釜の ふち を 白い 手で 留めた と 思う と 

「お 熱々 ご 



く、 黒に 紫の 裏す いた 襟卷 をまい たま ま、 むくんだ 小 

さし のぞ 

按摩の 前に 立って、 そと 差視 きながら 言った ので ある。 

つま こな がれ ひとすじ 

棲が 幻の もみじす る、 小 流 を 横に、 その 一条の 水 を 

隔てて、 今夜 は 分けて 線香の 香の 芬と 立つ、 十三 地蔵 

がいとう なかおれぼう ま ぶ か 

の 塚の 前に は 外套に くるまって、 中折帽 を 目 深く、 欣 

七郎が 杖 をつ いて ネ んだ。 

(I I 実は、 彼等が、 ここに 夜 泣 松の 下 を 訪れた の は、 

今夜 これで 二度め なのであった —— ) 

はさま 

はじめに。 …… 話の 一筋が 歯に 挟った ほどの 事 だ 

けれど、 でも、 その 不快に ついて 処置 をした さに、 二 

人が 揃って、 祭の 夜 を 見物 かたがた、 ここへ 来た 時 は。 



まも ゆ 

る、 軒 提灯の 蔭 を、 つかず 離れず、 欣七郎 が 護って 行 

おおでら 

芸妓 屋 町へ 渡る 橋 手前へ、 あたかも 巨 寺の 門前へ、 

向う から 渡る 地蔵の 釜。 

「、まう、 まう、 、まう、 まう。」 

「ぐら ッ ぐら ッ、 ぐら ッ ぐら ッ。， - 

「や、 小 按摩が 来た …… 出掛ける に は 及ばぬ わ、 青 牛 

よご 

「もうご 

ほ 

と、 吠える。 

「びい、 ぷ うご 



欣七郎 の 目に、 その 姿が 雑樹に 隠れた 時、 夫人の 前に 

は 再び やや 急な 石段が 顕われた。 軽く 喘いで、 それ を 

上る と、 小高い 皿 地の 中 窪みに、 垣 も、 折 戸 もない、 

破屋が 一軒あった。 

出た、 山の端に 松が 一樹。 幹の やさしい、 そこの 見 

晴 しで、 ちょ つと 下に 待つ 人 を 見ようと 思 つ たが、 上 つ 

て 来た 方 は、 紅甍 〔# ルビの 「こうぼう」 は 底本で は 「こ 

ふんぺき 

うばう 匕 と 粉壁と、 それば かりで 夫 は 見えない。 あと 

三方 はま ばらな 農家 を 一 面の 畑の 中に、 弘法 大師 〔# 

「弘法 大師」 は 底本で は 「引 法 大師 匕 奥の院、 四十 七 町い 

ろ は 道が 見えて、 向う の 山の 根 を 香 都 良 川が 光って 流 



「ちょいと、 燐寸 はありません かご 

たちどま じつ み 

ぼんやり 立 停って、 二人 を 熟と 視て、 

わし たもと ひとだま 

「はい、 私 どもの 抉に は、 あっても 人魂でして なご 

この ぼ あぜ 

すたすたと 分れた のが、 小 上りの、 畦 を 横に 切れて 

入った。 

「坊主ら しいな。 …… 提灯の 蠟燭を 配る のかと 思った 

vr O 圍 

力 」 

俗で はあった が、 うしろつ きに、 欣七郎 がそう 云つ 

た。 

そう 言った 笑顔に。 自分が 引 添うて いるよう で 

い ま 

現在、 朝湯の 前で も 乳の ほてり、 胸のと きめき を 幹で 



かざ でばな もと あやう 

おさえて、 手 を 遠見に 翳す と、 出端の あし 許の 危 さに、 

片手 を その 松の 枝に すがった、 浮 腰 を、 朝風が 美しく 

ふきな び 

吹 靡かした。 

つま 

しさって 棲 を 合せた、 夫に 対する、 若き 夫人の 優し 

い 身 だしな みで ある。 

まさか、 この 破屋に、 —— いや、 この 松と、 それよ 

り 梢の 少し 高い、 ^の 松が、 破屋の 横に やや また 

のぼりざか つらな 

上 坂の 上に あって、 根 は 分れつつ、 枝 は 連理に 連つ 

みどり いろ ごし 

た、 濃い 翠の色 越に、 額 を 捧げて 御堂が ある。 

えもん 

夫人 は 衣紋 を 直しつ つ 近着いた。 

近づく と、 



花の 吹雪に 散る ごとく、 裾 も 袖 も 輪に 廻って、 夫人 

とびす が 

は 朽ち 腐れた 破屋の 縁へ 飛鎚 つた。 

「誰か、 誰 方 か、 誰 方 かご 

r うう うう ^ 

ねぼけ ごえ やぶれし ようじ 

と寝惚 声して、 破 障子 〔# ルビの 「しょうじ」 は 底本 

では 「しゃう じ 匕 を 開けた の は、 頭 も、 顔 も、 そのまま 

の 小 一 按摩の 怨念であった。 

「あれえ ご 

声 は 死んで、 夫人 は 倒れた。 

まどお 

この 声が 聞え るのに は 間遠であった。 最愛 最惜の 夫 

せきご ころ よ 

人の、 消息の 遅 さ を 案じて、 急 心 に 草を攀 じた 欣七郎 



ひとつや えんそと 

は、 歓喜 天の 御堂より 先に、 たとえば 孤 屋の縁 外の 欠 

ちょうず ばち あご 

けた 手水 鉢に、 ぐったりと 頤を つけて、 朽 木の 台に ひ 

ざまず いて 鎚 つた、 青ざめた 幽霊 を 見た。 

ステッキ たた ひとげ はい 

横 ざまに、 杖 で、 敲き 払った。 が、 人気 勢の する 

やれし ようじ およびごし さし のぞ う 

破 障子 を、 及 腰に 差視 くと、 目よりも 先に 鼻を撲 つた、 

この ふきぬけの 戸障子に も 似ず、 したた かな 酒の 香で 

ある。 

ヘン， K チ おお 

酒ぎ らいな 紳士 は 眉 を ひそめて、 手 巾で 鼻を蔽 いな 

そ つ のぞ ひと ま つ さお 

がら、 密と 再び 視 くと 斉しく、 色が 変って 真 蒼に なつ 

た。 

ころが 

竹の 皮 散り、 貧乏 徳利の 転った 中に、 小一 按摩 は、 



夫人に 嚙 りついて いたので ある。 

読む 方 は、 筆者が 最初に 言った ある 場合 を、 ごく 

うちわ い 

内 端に 想像 さるる が 可い。 

ふもと 

小 一 に 仮装した の は、 この 山の 麓 に、 井 菊屋の 畠の 

ひとりず み 

畑つ くりの 老僕と 日頃 懇意な、 一 人 棲の 堂守であった。 

大正 十四 ( 一 九 二 五) 年 三月 
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